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超高齢社会は障害者社会 
 
65歳以上の高齢者人口は、3,392万 
総人口に占める割合（高齢化率）は26.7％ 
７５歳以上の人口は1,641万人 
（男性635万人、女性1,006万人） 
総人口に占める 割合は12.9％ 
（平成２８年高齢者白書） 
 
高齢になるほど、視聴覚、身体、認知機能
に障害をもつ人は増える。ICTは高齢者の
心と暮らしを支える必需品 
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パソコンやスマートフォンでネットを活用できる高齢者は、使えない高齢者と比較する
と社会参加の機会も多く、友人も多い。動画サイトや電子書籍で文化面も充実 
 
要介護になると情報格差が生死をわける。病気の治療法や薬、医療、介護保険制度、
遺言手続きなど必要な情報を自宅で得られるメリットは大きいが、高齢者のネット購入
の契約・解約のトラブルは急増している。 
パソコンを使える高齢者は男性が多い。女性（妻）は携帯電話だけという人が多い。 
夫が亡くなると、良妻ほどひきこもりになりがちで孤立して認知症になりやすい。 
 
インターネットを使わない高齢者のテレビ視聴時間は長い。 
携帯電話はもっていても、通話をするだけ。 
要介護や介護者になると移動や外出は困難になる。自宅ですごす時間は長く、テレビ
やラジオは楽しみであり、情報源。家の電話が生命と暮らしを支えている。 
 
今後は結婚歴のない（家族の少ない）独居高齢者が増える。未婚率は全国的に上昇中。 
生涯未婚率1位は東京（男性25.25％、女性17.37％）（国勢調査）。 
家族、家庭介護を前提とする介護制度は維持するのは難しくなるのでは。 

課題１ 拡がる情報格差で高齢者間格差が大きくなる 



  
課題２ 高齢者のネットトラブル急増中 
 
高齢者消費生活相談の２位に「アダルト情報サイト」2016年 消費者白書 
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 ２０１３年度に比べて約４０００件も増加して１万２６７９件 

 警察庁によれば、平成２６年１月から１２月までの「架空請求詐欺」の被害額は、約１７５億円（架空請求
の多くはアダルト詐欺サイト）。１日で４８００万円にもなる。 

 オレオレ詐欺（約１７４億：平成２６年）より多い  平均被害額27万円 
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高齢者のネット通販トラブル急増 
 
２０１０年度と比べると６０歳代は約１３倍 
７０歳以上は約２３倍 
 
電話勧誘によるインターネット接続契約 
トラブルも急増  
総務省は今年、書面交付を義務化 
電話で電話契約ができることを知らないのは
高齢者だけでなく、若者も7割が知らない。 
（老テク研究会2016年横浜市で調査） 
 

 



 
 
 高齢者のネットトラブル増加の背景   
 参考 読売オンライン2016年5月27日記事（筆者 ＩＴジャーナリスト・三上洋氏） 
   

 １ 高齢ネット利用者の増大とスマートフォン普及 ー電話で脅迫される 

 ２ 操作に不慣れで、ネット上の悪意に免疫がない ースルーできない 

 ３ アダルトサイトからの不正請求を友人や家族に相談できない 

 ４ 成人向け広告の横行と、高齢者の情報リテラシー不足 ーネットは無法地帯 

   ＳＮＳでは広告がほぼ無審査のために、中には詐欺まがいの広告もある。無料ブログやまとめサイト等では 

   アダルト広告が多く、中にはワンクリック詐欺・架空請求詐欺の広告も存在している。 

   消費者白書によれば「ＳＮＳからアダルト情報サイトへつながり会員登録されてしまった」 

   「ＳＮＳに表示された広告をきっかけにダイエットサプリメントを試しに１回注文したところ、定期購入となっていた」 

   「ＳＮＳで副業サイトの広告を見付け登録したが、報酬を受け取るためにポイント購入が必要と料金を請求された」 
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地域IOTに関連した不安 
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高齢者にIoTは無理なのではないか、という弁護士の板倉雄一郎先生のFBの発言に、高齢者に人気のおしゃべりロボットがネットに接続されると、
楽しいことも増えるけれど、悪用されると心配だと書き込みました 
 
すると別の弁護士さんが、すでに米国では IBMのワトソンを使った恐竜のおもちゃが話題になっていることを教えてくれました。 
このおもちゃは、家庭のWi－Fiに恐竜を接続して年齢 学年 好きな色や食べ物などを入力すると、それに対応した会話をするそうです。  
子供が新しい言葉を使うと恐竜も成長する学習機能があります。 すばらしい、夢のある技術だと思いました。 
 
しかし、親がそばで管理できる子供ではなく、ひとりぐらしの高齢者がこのおもちゃを使った場合、悪い人がおもちゃを通じて詐欺や洗脳などを 
したら怖いなと心配しています。  
 
消費者相談センターだけではなく、超高齢社会に対応した情報通信法の整備と法律相談サービスが充実してほしいと願っています。 

 

出典 http://wired.jp/2015/02/20/cognitoys-ibm-watson/ 



 提案１  高齢者のリテラシー向上への処方箋 
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シルバー人材センター事業協会と地域（自治会等）が連携してはどうか？ 
 
シルバー人材センターとは高齢者が働くことを通じて生きがいを得るとともに、地域社会の活性化に貢献するため
全国に設置されている組織。 
「高齢者等の雇用の安定等に関する法律」の成立によりシルバー人材センター事業が法制化（昭和６１年：１９８６年） 
定年退職者等の能力の積極的な活用を促進するための事業を行う全国唯一の団体。パソコン教室を実施している
自治体も１０５（協会サイトからまとめ）あるがスマートフォン講座はない。 
 
 
横浜市で地域の自主防災組織（自治会、老人会）と連携し、悪質商法対策に取り組んでいる消費生活推進活動の
ひとつとして、高齢者の携帯やネットトラブル防止講座を普及・啓発等の予算で２０１７年１月２４日実施する。 
シニア情報生活アドバイザーの資格をもつNPOブロードバンドスクール協会講師三好さんが担当する。 
 

       団体     ICT関連活動              詳細 

シルバー人材センター 
１０５の自治体でパソコン教室を実施 
 

パソコン教室講師や訪問指導 1時間1000円でパソコン教室を実施、 
多くはWord Excelデジカメ講習 など 

ニューメディア開発協会 
９９の団体がSILA養成講座を実施 
 

シニア情報生活アドバイザー（SILA) 
養成講座（有料）実施団体認定 
NPOの地域シニアネットが多数参加 

パソコン スマホ、タブレットやスマートフォン講座 
オンライン交流広場やフォーラムも開催 
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参考 仙台市のシルバー人材センターパソコン教室 

仙台市シルバー人材センター事務局の方から 
 
センターのパソコン教室は超初心者むけのものだけ 
なので民間やNPOの講座とは競合しないと思います。 
会場やネット環境、端末はセンターで用意している。 
年間約４００件の依頼があります。 

資料提供 仙台市シルバー人材センター 画像はホームページから 



 
 
 
提案２ ICT企業に定年後のICTサポーターの 
    社会貢献を制度化しては？ 
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「わが国の場合、いわゆる会社人間が多い 
 
「各企業は、退職者に対し、継続的に雇用の機会を提供するための努力をするだけでなく、 
それに加えて、社会貢献や生涯学習の機会を提供する義務を負う」 
 
というような義務をおわせてはどうか？」 
 
 －超高齢社会の法律、何が問題なのか（樋口範雄著 朝日新聞出版２０１５）より抜粋・引用 
 
     樋口先生は東京大学法学部教授 高齢者法の第一人者 



   老テク研究会が現在取り組んでいる 
 高齢者・障碍者の情報リテラシ―向上への取り組み 
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１ 障害のある子どもむけの遠隔パソコン教室＆ネットイベント 
WordやExcelでお絵かき（シェイプアート）を国内外のボランティアとの協力でテキストを作成中 
企業や自治体と連携して、シニアとこどもとのシェイプアート作品展を開催できるよう企画・調整中。 
作者と企業が出演する紹介動画をNPOブロードバンドスクール協会から英語で配信中。 
右の写真は動画に出演中の若宮さん高倉さんと日本マイクロソフトの龍治さん 
                       子育て支援は高齢女性のいきがいに 
 

２ 在宅ケアに役立つICT活用講座ネット公開 
地域で医療、介護福祉サービスを提供している専門職や介護家庭に役立つスマホ活用動画制作中 
エンドオブライフケア学会と連携し専門職を通じて、高齢者や障碍者にリハビリ支援アプリや情報バリアフリー技術を紹介   
国際結婚の介護者にはVoiceTra、耳の不自由な高齢者には「こえとら」は有用なコミュニケーションアプリ 
２０１７年９月１５日 台湾と連携して第６回スマートエイジングフォーラムー終末期の生と死を考えるー開催 基調講演は樋口範雄先生 
                       市民との協働で意識改革を 

 

３ 災害時に役立つICT活用講座テキスト公開 
自主防災組織（町内会・自治会等）の防災訓練時に活用してもらえる動画、テキスト作成。 
仲間の住む町や、地域情報化アドバイザーとしてお手伝いしている地域や地域シニアネット団体の方へご案内 

                       国民全員参加の危機管理 



高倉幸江さん Wordでお絵かき 
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老人ホームのパソコンボランティア活動をしていた時にネットや
専用ソフトがなくてもパソコンを楽しめ、キーボード操作が不要な
楽しみ方をWordの図形描画機能を使ってイラストを描いたところ、
PC初心者にぴったりの教材と高齢者や仲間たちから喜ばれた。 
 
NHK「趣味悠々」で紹介されファンは全国に拡がった。２０１０年か
ら６年間読売オンラインで連載。中高年女性に「Wordでお絵かき
をきっかけにパソコンを使えるようになった」と高い支持を得てい
る。全国のPC教室の教材としても活用されている。 
 
２０１６年９月１５日２冊目となる本を出版。 
 
 
 
 
 
 
 
 
「絵心がなくてもできる Wordで素敵なお絵描き」
（Word2016/2013対応）技術評論社 

イラストやはがきやカード、雑貨に応用して贈り
物として人気。郵便局のフレーム切手にして好評 



愛媛県の岡田好美（このみ）さん（１９） 
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岡田さんのお母さんは６年前、Wordでイラストが描けるのを知り 
「Wordで描けるイラスト練習帳」という本を見付けて購入し、 
当時 中学生だった岡田さんは、本で独習。 
その後、高倉さんが読売オンラインで連載していた「Wordでお絵描き」を、 
一緒に見付けて、好美さんが気に入ったので、お母さんが、 
「印刷して絵を描くことが出来る。」ことを提案し、印刷して独習を続けた。 
娘が、楽しく描けていることを知ってほしいと、高倉さんのホームページを通じて
交流をしてきた。 
  
今年 特別支援学校高等部を卒業し、お母さんは作品展を開催するべく 
ネットで地元の銀行に連絡をとると、すぐに快諾してもらえた。 
伊予銀行と愛媛銀行が無料で開放してくれた。 
伊予銀行は新居浜市内の全支店での開催が決まり、 
愛媛銀行は、口座も取引もないにもかかわらず、新居浜市内の全支店に 
繋げてくださることになっている。 

ホームページ 
http://oyaoneko.jimdo.com/ 
 



メロウ倶楽部の若宮正子さん（８１） 

自宅のPC教室でエクセルアートを考案 ネットで老人会 かかりつけ医とはフェイスブックでお友達 

老テク研究会２０１６ 

戦中、戦後の庶民の記録をアーカイブ「メロウ伝承館」に掲載。海外旅行の記録は動画編集して公開 
 
SNSで仲間と交流、若い世代にも知り合いがたくさんできた。FBで高齢者の自立エッセイを発信中 
自宅でシニアのための小さなパソコン教室を週２回開催し１５年。 
 
高倉さんのWordでお絵かきに触発され、器用な人でなくても楽しめるように考案したエクセルアートは
Microsoftからも絶賛され、世界最高齢のTEDスピーカーとして登壇。作品を世界に発信。 
 
最近はシニアむけのPad用ゲームアプリ作成に挑戦中。高齢者が若い人と対戦しても勝てるゲームが目標。 



ICTを活用して楽しく 心豊かな老後を 
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